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中期のピアノ作品

　

イタリア留学後のプーランクが以前の 「プロムナー ド」（１９２１） の激しい凝縮と実験からはなれ 「ナポリ」

以後の平易な作風にもどったのは前期のとおりであるが， この傾向は３０才代に入ってからもつづく。 その作

品のほとんどが遊悦的， 拡散的であり， ごくわずかの曲を除く大概のものが楽天的に演奏効果を案出したも

のとなっていることは否めない。 ピアノ曲は１９３２年に３曲， 翌年に２曲，３４年に５曲，３５～８年には毎年１

曲ずつかかれ， 合計１４曲にのぼっている。４０才代には 「１５の即興曲」，５０才代には 「テーマとヴァリエ」 各々

１曲のみが発表されている。 しかし 「１５の即興曲」 は３０才代の初め頃から４０才代初期にかけてかきつづけら

れたものなのである。 これらには第１次欧州大戦后の不安定感が全くなく， また隣国ドイツにおけるナチ拾

頭の恐怖感， そして第２次大戦の緊張などの反映は全くみうけられない。 ここにはもっぱら小市民的娯楽の

ひびきが存在するのみである。 かって 「プロムー ド」 でみせたような暗輪ｍｅ橡ｐｈｏｒｅや皮肉ｉｒｏｎｉｅは概ね影

をひそめ， そのほとんどが日常の愉しい情景を映している。 猶， これら独奏曲のほかに第２次大戦后に発表

された 「テーマとヴァリエ」
「２台のピアノのためのソナタ」 は後期の作品に属するものといえるのである。

　

１９３２年 の Ｃａｐｒｉｃｅｅｎｕｔｍａｊｅｕｒには仮面舞踏会のフィナーレｌａＦｉｎａｌｅｄｕＢａＩＭａｓｑｕｅにかかわるものとし

てという副題がついている。 冒頭の指示語Ｆｒｅｎｅｔｉｑｕｅは熱烈にというものであり， その華麗さとたのしさ，

そして語法の多様さの点において 「ナポリ」 の終曲に似ているが， 規模は頂度百小節みじかい。 運指が比較

的簡易で譜面も希薄であるが， 終始活発さが一貫している。 曲想には乾いたものが求められ， ペダルを必要

とする箇所はきわめてすくない。 不協和の組成には格別新しいものがなく， 音形もごくありふれたものが多

いが， Ｔ．１４３以降最後 （２３４） までにはバルトークの影響が濃い。 この直前のＤ楽段 （Ｔ．１２４～１４２） のみ

がｐｉｕｌｅｎｔｏであり， タンゴのリズム， 弱奏となり， 例外的にゆっくりとした気分をきかせている。 同年作

の間奏 曲ｌｎｔｅｒｍｅｄｅｅｎｒｅｍｉｎｅｕｒもまた前曲と似て開放的， 楽天的であるが，リズムが余りにも単調すぎる。

躍動的であり， 不協和音の組成と配置が前曲よりもよく整理されており， バルトーク， ストラヴィンキイの

影響もみられるが， リズムにおいて遥かに単純なため， 心理的刺戟は鋭くない。 近代バレエ音楽を想起させ

る性格の素材およびその並列という書法には対比的緊張がなく， 提示と展開のドラマもなく， 寸劇的

バレエと場を共有するべき感がつよいのてある。 やはり同年作の 「ＢＡＣＨの名による即興的ワルツ」 Ｖａｌｓｅ‐

ｌｍｐｒｏｖｉｓａｔｉｏｎｓｕｒｌｅｎｏｍ ｄｅＢＡＣＨは変ロ， イ， ハ， ロの４音を主音列としたテーマにもとずいている。 ３

／ ８拍 子， ア レグロ・ ヴィ ヴァーチェの 快適 なワルツであ り， ｃｏｍｍｅｎｃｅｒｕｎｐｅｕａｎｄｅｓｓｏｕｓｄｕｍｏｕｖｅｍｅｎｔ
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ｐｕｉｓｐｒｅｓｓｅｒｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅｍｅｎｔｊｕｓｑぜａｌａｆｉｎと記されているように始まってから最後に至るまでほんの少し

ずつテムポをあげてゆくような演奏が要求される曲である。ウラディミル・ホロヴィッツに献呈されている。

全部で１６６小節の中品であり， 明るく平穏にすぎてゆくなかに種々の素材による多様化の工夫がなされてい

る。 先ず第１に曲名に示されているＢ－ＡーＣ－Ｈの４音が主要素材となっており， それはＴ‐ １～８の

ｂｌａｌｃ２ｈｌ（２回），Ｔ‐９～１１のｂｌａｌ
ｃ－ｈ．Ｔ‐１５１～２の左右４音平行のＢＩ．ＡＩ．Ｃ．ＨＩ～ｂｌ．ａｌ．

ｃ２．ｈｌ
， Ｔ．７８～９， その逆行， 即ちＨ－Ｃ－Ａ－Ｂ素材がＴ．８３～９の右手オクターヴｈ２．ｃ３．ａ２．

ｂ２及びＴ．１６４のｈ３．ｃ４．ａ３．ｂ３として現れる。 前者の音程関係は短２↓－短３↑－短２↓， 後者のそ

れは短２↑－短３↓－短２↑であり， これらの変形も少なくない。 例えば短２↓－長２↑ー短２ いまＴ．１７

～８， ６９～７１， ７５～７ｅｔｃ‐， 短２↑ー長２↓－短２↑と反進行形もまた随所に用いられている。 更に音価の

多様なクロマティック素材が右１１～２，５７～６０，７９～８２， 左３３～４０，５８～６０ｅｔｃ．多数用いられ， その他主要

素材の変形として短２↓－長２↑－短２↓ がＴ‐ ６５～７， ６８～７０， ７５～８ｅｔｃ．， 長３↑－短２↑－短３↑の

音程関係素材等々多種多様な素材が幾度かにわたって現れているが， それらは皆相似している （変形） ため

に散漫なかんじを与えることがない。 そのほかフランツ・リストがかって用いた交互性２度音階がＴ．１５２

～８等々に用いられ， また左右減５ （増４） 度の平行がＴ‐９５～８に現れるなど， 突発的使用の感をもつ素

材も存在する。拍子とリズムは標準型に徹し，装飾的かつ華やいだパッセージはない。和声法においてはＴ．

１～８，１７～２４などにソプラノとバスの２度平行， 付加音和絃， クロマティシズム， その他不協音程の規則

的使用， 局部的協和音使用および調的浮遊ｅｔｃ‐も目立つが， 各フレーズには幹線があって大変わかりやすい

ということ等， あらゆる点からみてこの作品は将にプーランクならではのものであるが， 決して古典的形式

にもとずいたものではない。

　

１９３３年にはピアノ組曲が２曲かかれており， 両者共大変ナイーヴな小曲の集合である。 第１曲はジァン・

ジロー ドゥー とルイ ・ ジュ ヴェＪｅａｎＧｉｒａｕｄｏｕｓｅｔＬｏｕｉｓｊｏｕｖｅｔに献呈された 「村人たち」 Ｖｉｌｌａｇｅｏｉｓｅｓであ

る。 この 曲 には 「ピアノ の ため の易 しい小 曲集」 ＰｅｔｉｔｅｓＰｉｅｃｅｓＥｎｆａｎｔｉｎｅｓｐｏｕｒｐｉａｎｏ という 副 題 がつい て

おり， ６つの小曲からなっている。 第１曲 「ティロルのワルツ」 ＶａｌｓｅＴｙｒｏｌｉｅｎｎｅは古典派的三部形式の典

型Ａ （１～１６） Ｂ （１７～３２） Ａ （３３～４８） による二長調の曲であり， Ｂ楽段はａ音の保続上に属調でもって１６

小節の中間部をくりひろげるが， Ｔ．３１～２のみはａ．ｈ ・ｄｌ．ｂ１という和絃でもって区切られる。 この

和絃以外は全てが平易な和音のみであり曲頭のＧａｉ（陽気に） という指示通りの明快かつ素朴な， 基本的作

法によった曲である。 第ロ曲 「スタッカート」 Ｓｔａｃｃａｔｏもまた古典的形式をもち， Ａ （１～１６） Ｂ （１７～２４）

Ａ （２５～４０） ｃｏｄａ （４１～４５） の典型的三部形式， 音域がせまく， ソプラノ旋律その他はもっぱら副次素材

というナイーヴなものである。題名通りのスタッカートを両手によって連続させ，Ｂ楽節のみを単旋律レガー

ト書法によってかいている。 ２／４拍子の単純なリズム， 躍動的楽想をもつ僅か４５小節の小品であるが， 曲

頭には 「急がずに」 ｐａｓｖｉｔｅ及び 「大変激しく一

　

ｔｒｅｓｓｅｃとあり， テムポは」＝１２６であるが， 作者はきび

しいものをイメージしている。 ソプラノには数多くの半音関係が充満しており， 更にＴ‐１０～１５には内声部

にもそれが異なる規模でもって付加されている。 そのため前曲とは異って和声進行が単純ではなく， 調性も

２小節毎に変るという浮遊性を伴っている。 中間部はイ長調→変ホ長調のレガートを有っ単旋律による増４

度転調という対照的フレーズである。ｃｏｄａの右手はＡ楽段の各小楽節の第２小節の部分動機と同音価のも

のである。和声進行をＴ．３９からみてゆくとｇ：Ｖザー 略－ｗ７一ｍ９－ｗ７－工となり，
ピカルデイ終止を採っ

ている。 Ｔ．３７以降はフォルテとなり， コーダではフォルティシモ， 最後はｆｆｆで結ばれる。

　

第ｍ曲 「田舎風の」 Ｒｕｓｔｉｇｕｅはわずか２０小節のみからなる， ４／４拍子の舞曲である。 全体をとおして

強奏はなく， 構成はＡ（８）Ｐｓ．（２）Ａ′（６）Ａ（４）。 変ロ長調 Ｖｉｆｅｔｇａｉ（速く， そして陽気に） で始まり， 冒頭素

材の変容手法でもって一貫しているが， 曲頭の指示語にもかかわらず旋律と伴奏は一様に地味である。 跳躍

３５０
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が少く， ほぼ同一音域のみを上下し， 音長と動機素材の音形が変化に乏しいため極めて素朴であり， 音量の

指示が弱奏（Ｐ）に終始しているため，どこか遠くからきこえてくる田舎風ファンタジィの情調をかもしだす。

冒頭４小節Ｔ‐ １～４と末尾４小節Ｔ‐ １７～２０は主調であるが， その他のフレーズはＡａ：－Ｅｓ：－Ｈ：

－Ｄ：－Ｂ：という中間部からなっている。 上声部と低声部はナイーヴであるが， 中声部は下降的半音階書

法を主体としており， 全声部を指示どおりの弱奏で徹す場合， ここに単純さと複雑さの混合した曲想がうま

れるのである。 Ｔ．１５～６は右手がｄ：１を固執するのに対して， 左手は主調のＷ， Ｗｏ
， Ｖ７によってすす

められている。 このようにして徐々に最後の変ロ長調へと復蹄してゆくが， このフレーズの右手はまたＢ：

１ともうけとることができる。いずれにせよ伝統的和声法とは異ったものといえるのである。第Ｗ曲「ポルカ」

Ｐａｌｋａはきわめて無邪気な踊りの曲である。 変ホ長調のトニカで始まるが最後は半終止形でおわっている。

構成はＡＢＡＣｏｄａ （８＋８十６＋６）， 曲頭には 「落着いて一

　

Ｓａｎｓｈａｔｅとあり， 舞曲の節度が要求される。

組成は単純であり， ＡとＣｏｄａの低音が主音と属音のみからなり， 右手も単純きわまるＤ月月ヲ１月 ７１の

素材に基いている。 全体をとおしてペダルなしの指示があり， Ａと結尾にｆｔｒｅｓｓｅｃ， Ｂ楽節には対称的な

ｔｒｅｓｌｉｅの指示がある。 結尾の右手Ｔ‐ ２３～６の各第１拍にはａｓ
ｌ
， ｅｓ

２
， ｂ２の５度堆積もみられ， 素朴さ

が最後までみられる。これらは変ホ長調の主要な３つの音であって，曲頭からこれらの三つの音が中軸となっ

てきたのである。

　

第Ｖ曲 「小さなロンド」 ＰｅｔｉｔｅＲｏｎｄｅもまた全２２小節， ＡＡ′Ａ″ （７＋８＋７） という小規模なもので

ある。 組成は極めて素朴なモノフオニイであり， 特に冒頭の７小節は右手のみによる単旋律Ｍ． Ｄ． ｓｅｕｌｅ

の譜面である。 つづくＡ′楽節 （Ｔ． ８～１５） は左手の属音保続の上に右手の単旋律 （Ａの変奏） という単

純なものであり， Ａ″ （Ｔ‐１６～２２） は左右エオクターヴ平行のみからなっている。 性格は挽歌または農民

歌に近いものと考えられ， 曲頭には非常に元気よく， リズミカルにＡｓｓｅｚａｎｉｍｅ‐ｔｒもｓｒｙｔｈｍｅの指示語， 及

び奏法についてはｓａｎｓｐｅｄａｌｅ， Ａ″にはｃｌａｉｒとあり， 終始明快さが要求される。 動機素材の性格はほとん

どが下降的であり， なだらかな音程関係と単純な組織， ニ長調の明るいひびき， イ音に始まりイ音に結ばれ

る各動機， 使用音程差の狭さ， 変化音及び音価の種類の僅少， そして最後のフリギア終止的音程関係が特徴

となっている。 前曲とおなじく ドミナンテで終っているが， このロンドの場合はつづく終曲が同じ調性であ

るためにやはり次のニ音への準備の約割りをも担っているのである。 第Ｗ曲はＣｏｄａと名付けられ， 第１曲

と同じく二長調のワルツ， テーマＡ楽段およびＢ楽段の途中，即ちＴ‐ １～２６は両曲が全く同一である。Ｔ．

２７～３４は経過句で外相は単純， ソプラノとバスが付点２分音符のみでかかれ， 和声はひとつ前のＤ：Ｖから

Ｃ 二 Ｖ２－ Ｅｓ：Ｖ２－ １６－Ｄ： Ｖ２－Ｖ６一切７－Ｖ７と進 み， Ｃ楽段の Ｄ：１ に入る。 この 楽段 は第３ 曲Ｓｔａｃ‐

ｃａｔｏ変ホ長調の変奏形をとっており， ニ長調によっている。 即ちこの楽段Ｔ．３５～４６は第ｍ曲のＴ． １～１２

と同一リズム， 近似した旋律と和声 （半音低い調性） という， ほぼ相似形なのである。 Ｄ楽段はまた第３曲

Ｒｕｓｔｉｑｕｅの変奏形ともいえる。 即ちＴ‐４７～５４は第３曲のＴ． １～８のヴァリエーションであり， 調性は

第三曲が変ロ長調であるのに対して後者は二長調， 詰り長３度たかくなっているが， 形相については特記す

べき変化がみられない。 総じて形式はＡ （１～１６） Ｂ （１７～２６） Ｐｓ （２７～３４） Ｃ （３５～４６） Ｄ （４７～５４）

ｃｏｄａ （５５～８） であり， 終曲において前出の幾つかの素材を明確な形相によって再起させる構成法は古典

派にもみられるものであり， 総括書法のひとつといえるのである。

　

この曲と同年に作曲された 「アルバムの綴り」
ｒＦｅｕｉｌｌｅｔｓｄＡ１ｂｕｍ はイ ヴォ ンヌ ・マルタ ンｌｖｏｎｎｅＭａｒｔｉｎ

に献呈された。 第１曲

　

アリエッタ Ａｒｉｅｔｔｅ， 第＝曲

　

夢Ｒｅｖｅ， 第ｍ曲

　

ジーグＧｉｇｕｅの３曲からなる小規

模な組曲である。 ささやかな組曲という点においては前曲と似ているが， 各曲の音組成や素材組織について

みればここにはかなりの相違がみられる。 即ち前者は終始一貫ナイーヴな書体に徹しているが， 後者は伝統

的な部分が若干あって更に自由な構造へと進展している。 アリエッタの形式はＡ （１～９） Ｂ （１０～１５） Ｂ
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′（１６～２２） ｐｓ（２３） ｃｏｄａ （２４～２６） という単純なものであり， Ａ楽段は珍しくカノンの書体によっている。

ここには二つのフレーズａ （１～５） ａ′ （６～９） がみられ， 拍子は３／４， ５／４， ３／４， ５／４，

４／４， ２／４というように目まぐるしく変化する。 両フレーズ共に頭の２小節のみが８度 （２声， ８度，

２拍おくれ） カノンであり， ト長調から出発して他調の和音へと進む。 これは伝統的な意味における転調で

はないが， Ｔ‐ ７～９はＧ：１からＧｅｓ：Ｗ７に至るまで変化音をたどる急激な進行によってＡ楽段を結び，

次のｇ：１に移行する。Ａ楽段はト長調Ｄｅｃｉｄｅ（きっぱりと）の曲想指示語の通り明快に始まるが，両フレー

ズ共結びは変化和音の連結によって単純ならざる音色配合が生じている。 即ち前半を単純な二声カノン， 後

半を不協和音の連続， しかも後半はテムポをゆるめるｃｅｄｅｚを伴ひ， 前半の快活な流れが打ち消され複雑に

して重いものとなる。 Ｂ楽段は上声部による単純な２声対位法， ４／４拍子のみによっており， 調性はト短

調～ヘ短調という転調 （１０～１３，１３～１６） 経路をたどっている。 Ｂ′楽段はＴ‐１６～１９がソプラノ主導のホ

モフォニイ書法によっており， 調性はト長調にもどるが， Ｔ‐ １８のみは経過和音 （ＢＳ：Ｖ７ー Ａｓ：Ｖ７ー

Ｄｅｓ：Ｖ７～Ｗｒ） が用いられ， 再びト長調にもどる。 この楽段の後半はテノール声部のみがメロディーをう

けもち， バスはｇ音保続， ソプラノとアルトは共に下降的半音階法による伴奏に徹している。 続く経過句は

左右の増８度平行スタッカートにはじまり， Ｔ．２３に入ると左右はオクターヴ・ユニゾンによる長９度跳躍

と共に下降的全音々階法をとっている。 Ｂ′楽段がｔｒｅｓａｌｌａｎｔ元気よくひかれるのに対して， このパッセー

ジはペダルなしのスタッカートのみで， すぐに軽やかになる （ｓｅｃｅｔｌｅｇｅｒ） ために一種独特のニュアンスが

生ずる。 ｃｏｄａは冒頭素材による９度カノンを用い， 主題呈示の直後に五度堆積和絃を用いる点においても

この最終小節はＴ‐ ８ （Ａ楽段） と同類である。

底抜けにあかるい第１・ＤＩ曲にはさまれた第＝曲 「夢」 Ｒｅｖｅは弾むような性格をもちつつも， 和声のひ

びきにおいて決して単純と言えないような流れをもっている。１２／８拍子， 二部形式Ａ （１～１２） Ａ′ （１３

～２４）という均斉のとれた無言歌風のスタイルであり，ブッサン女史に献呈されａＭａｄａｍｅＡ．Ｂｅｓｓａｎ ている。

両楽段の冒頭のみがあたかも小鳥のさえずりのようなフルート的音形をもつが， 次の小節からはやや大まか

な音長， 短２度進行の多い地味なメロディーに替る。 バス声部には時たま旋律的なうごきも現れるが， 概し

てソプラノと同じ音長で， 同時的に進行している。 中声部は臼手型の連続であるが， 和声進行の中軸をなす

重要な約割りをになっており， また曲想の安定感に寄与している。 主旋律をみるとＴ． １～２０の間で小節の

最終音と次の小節の第１音が半音関係にあるのが１８例あり， 即ちほとんどが短２度進行といえるのである。

そのほか音長形態も各小節がきわめて近似しており， 構造そのものが地味で堅実といえるのである。 Ａ，

Ａ′の両楽段に顕著な相違はないが， 音高配分には差があり， ダイナミックスと曲想の指示に若干のちがい

がみられる。 Ａの冒頭はｅ２であるが， Ａ′のそれは半音下のｅｓ
２でありＴ． １～２の移行部がｆｉｓ

ｌ－ｇ
１で

あるのにたいしてＴ． １３～４のそれはａ
ｌ－ｂｌ， このようにみてくるとＡ楽段に続く同じ関係がｆ－ｆｉｓ，

ｄ－ｄｉｓ， ｈｉｓ－ｃｌｓ， ａｉｓ－ｈ
， ｅｉｓ－ｆｉｓ， ｈ－Ｃ，

ａ－ａｉｓ， ｄｉｓ－ｄ， Ａ′楽段の場合はａｓ－ａ， ｂ－ａ
，

ａ－ａｉｓ， ｆｉｓ一ｇ， ｅ－ｆ等々であり， 両楽段のコントラストがピッチによって形成されていることがわ

かる。

　

第皿曲

　

ジーグＧｉｇｕｅはバロック組曲にも似て最終楽章という位置にあり， きわめて活発に終始する。 全

体にスタッカートが多用され， いきいきとはずむような， または乾いたかんじｔｒｅｓｓｅｃの箇処が多く， テム

ポもプレスティスィモで一貫し， その間ペダルの使用が要求される部分は稀である。 形式はＡ （１～１８），

Ｂ （１９～５１） ｃｏｄａ （５２～５４）， Ａ （ａ， ｂ， ｃ， Ｐｓ， ａ） は４十４＋４＋２＋４の小節配分， Ｂ （ｄ， ｄ′
，

ｄ″） は４十７， ４十７， ４＋７という均等な配分によっている。 性格上Ｂ楽段はＡ楽段の展開部であるこ

とがわかり， Ａが１８小節， Ｂとｃｏｄａを合はせて３６小節， 即ち後者は前者の頂度２倍の長さとなっている。

両楽段共に均斉がとれており， かつ冒頭素材とその展開という， 一貫性書法をとっているが， より細かくみ
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ればｂ素材がｄとｄ′の各々頭の処で展開しつつ， ａ素材の展開に連なってゆく。 ｄ″はａの展開のみに徹

しており， ここでは４和音の連用が目立っている。 変ロ長調の曲ではあるが， ｄフレーズにおいてはシャー

プ系に転調し， 伸びやかで緊張にみちた展開をなし， ｄ″フレーズではフラット系に転じて４和音の連結を

なしつつ大胆に変化するが， ここでは左手が同一動機を１３回反復しつつ結尾部にむかっている。曲想指示語

をみると開始部にｌｅｇｅｒ， ｉｎｃｉｓｉｆｅｔｓａｎｓｐｅｄａｌｅ （軽く， 鋭く，
ペ ダルな しで） ｔｒｅｓｓｅｃ （極めて乾燥感をもっ

て） とあるが， 中間部にはｓａｎｓｒａｌｅｎｔｉｒｍａ・ｓｅｘｐｒｅｓｉｆ （ゆっくとならず， しかし表情ゆたかに） という指

示が一回だけでてくる。 ｄ′フレーズではもとの曲想にも どり， 最後までつづけられる。 最後までテムポを

おとさないようにｓａｎｓｒａｌｅｎｔｉｒと指示されており， 軽快さと明るさが要求されているのである。 ＭａｒｃｅｌＩ

Ｍｅｙｅｒに献呈された。

　

１９３４年の作品５曲

　

以上の二作品 「村人たち」「アルバムの綴り」 は１９３３年の作品であるが， 前者の素朴な田園的風景に対し

て後者はロマンチックな感情と古典的対位法および浪漫派から近代への和声進行と色彩， そして伝統的形式

意識がはっきりとあらわれている。 さて， その翌年１９３４年には五曲が発表された。 １‐ 譜講

　

２‐ ユモレス

ク

　

３‐ 間奏曲第１番

　

４‐ 同第ロ番

　

５． プレストであり， これらもまた各々小曲といえる規模のもので

あるが， それぞれに個性がはっきりしているのである。 第１曲

　

譜諺Ｂａｄｉｎａｇｅと第ｎ曲Ｈｕｍｏｒｅｓｑｕｅはお

なじような意味をもつが， 曲名に前者が用いられる例は決して多くはなく， スケルツォＳｃｈｅｒｚｏとよ ばれる

例のほうが圧倒的に多いのである。 クリスティアンに献呈されたこの曲の冒頭にはレイモン・ラディゲの詩

の 節が記されている＜グラスのなかのオレンジエー ドが温かくなってゆく／ある８月の晩に／ただそれだ

けのこと＞１）
。テーマは極めてナイーヴな歌謡性にみちており， 伴奏も単純そのものであるが， 呈示後はＴ‐

１０から転調および展開的労作が現れ，Ｔ‐１７からは第２素材とそれによる動機の変容をくり返す。Ｔ．１０～３７

は主としてフラット系の調性をたどって展開し， Ｔ‐３８以降にシャープ系に転じ， 主調 （Ｇ：） にもどって

終結する。 曲想は柔和に終始し， 第１素材の部分動機に由来した第２素材もまた気品に満ちている。 全体と

してあくまでも機智に走ることなく， 素朴な歌から次第に内観的， ブラームス的な想念へと深まり， 最終段

階に至って評議の神秘空間に漸次きえてｃｅｄｅｒａｐｅｉｎｅゆく。 この曲の場合 「バディナージュ」 という言葉

の本来の意味と楽想とは直接のかかわりをもたず， むしろささやかで控え目な書法によって表わす心象のひ

びきとしての地味な音楽というべきであろう。 曲頭の指示語は 「ほどよくいきいきと」 Ａｓｓｅｚａｎｉｍｅお よ び

ａｓｓｅｚｕｎｉｆｏｒｍｅであり， 決して力むことなく弾くことが要求されているのである。

　

次の 「ユーモレスク」 Ｈｕｍｏｒｅｓｑｕｅは有名な ＷａｌｔｅｒＧｉｅｓｅｋｉｎｇに献呈された。 題名にふさわしく活力と機

智をかんじさせる曲であり， その点において前曲Ｂａｄｉｎａｇｅとは将に対照的である。前曲がゆたかな拝情性，
しずかなデリカシーを特性としているのに反して，こちらの曲は極めて健康，明快であり，指示語にもスタッ

カートを明瞭にひくことが要求されている。 即ちペダルはほとんど用いることなく， 最後部の分散和音のみ

に止めるべきものなのである。構成はＡ （１～１６） Ｂ （１７～２８） Ａ′（２９～４０） Ｃ （４１～６０） ｃｏｄａ （６１～７１），
小節数はＡ（１６）Ｂ（１２）Ａ″（１２）Ｃ（２０）ｃｏｄａ（１１）となっており，各楽段共に素材の性格は大きく変っ

てはいないが， 曲想はＡ （Ｇ－Ｄｕｒ） が最も活発であり， その変奏的素材によるＢ （ｄ：－ｈ：－ｄ：） に

も輝きは目立つが左右のバランスがとれ， やや落着きと充実が目につく。 Ａ′はＡと近似してはいるがＦ：

－ｆ：－Ｄｅｓ：－Ｆ：となり， Ａの展開的労作が顕著となっている。 Ｃに入ると旋律は大きざみとなり拝

情的性格が濃くなってゆくが， Ｔ‐４９からは重量感を増しつつＦ：ｆ：Ｄｅｓ：Ｅ：ｈ：ｄ：を一時的に通

過して主調Ｇ．Ｄｕｒに回帰する。 ｃｏｄａは冒頭楽節で始まり， Ｔ‐６６以降は冒頭素材の一部を変形して新し

い音形進行に転じｌｅｇｅｒによって急に左右共が上昇し， フェルマータの後に音形が変って更に天上的きらめ

きが生じて静かにおわる。 しかし最後の二つのコー ドはスタッカートであって， あくまでも冒頭の発想と深
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し１かかわりをもっているのである。 この曲も決して単なる冗談めいたものやおどけ， またはさわがしいもの

てはなく， 形式の安定と楽想の格調に特質があり， クラシカルな品位を充分にそなえているのである。

　

プーランクは同じ年に間奏曲を二曲かき， 更に１９４３年にもう一曲かいている。 これらは第１番・ハ長調，

第ロ番・変ニ長調， 第ｍ番・変イ長調としてまとめられ，
「３つの間奏曲」 Ｔｒｏｉｌｎｔｅｒｍｅｚｚｉとよ ばれており，

内容からして明らかにブラームスの同題の曲集２）への研究の跡がうかがえるのである。 第１番はライモン・

マ レー博 士 ＤｏｃｅｕｒＲａｙｍｏｎｄＭａｌｌｅｔに献呈されている。 構成はＡ （１～１０） Ａ′ （１１～１７） Ｂ （１８～２８） Ｂ

″ （２９～３９） Ｂ″
－
（４０～５８） ｃｏｄａ （５９～６８） であり， 曲想も明快である。 Ａ÷押 はブラームスにも一脈通じ

るような重厚かつ強靭な性格をもち， スタッカートが多く， レガートの少い歯切れのよさが目立つ。ハ長調

の単純な和声進行のなかに時として大胆な他調の借用も顔をだすなど， やはりプーランクらしい新しきもそ

なえている。 Ｂ楽段以降は対照的になめらかで繊細な素材の変容と反復のうちに楽想がファンタジックに展

開し， Ａ楽段とのコントラストをはっきりとさせてゆく。 Ｔ．３９と４５に冒頭素材の一部分が瞬時現れるが極

めてデリケートに過ぎゆき， この楽段のもつ汗惰性に資している。 展開の織りなす綾は更に進展し， もりあ

がり， 燃えてのちｃｏｄａに入り， オクターヴ単声音形に変って次第にきかゆくようになって終る。

　

第２番ロｅｍｅｌｎｔｅｒｍｅｚｚｏｅｎｒｅ
ｂ

ｍａｊｅｕｒこそもっともブラームス的内観性をそなえた曲といえる。 書法も

内声部に主旋律をおいて先ず１６小節が弱奏でもって渋く，沈潜的にすすんでゆく。構成はＡ（１～１６）Ａ″（１７

～２４） Ｂ （２５～３４） Ａ″ （３５～５０） Ｐｓ （５１～５４） Ｃ （５５～６１） ｃｏｄａ （６２～７０）。 Ａ″楽節に入ると上声部

に旋律が移り， 再び （Ｔ．２１～４） ではなかば潜行するような位置に降る。 冒頭は主和音から出発すること

なく，Ｄｅｓ：Ｗ７の転回形を先ず用いており，フレーズ単位でみるならばむしろ変ロ短調の流れをもっている。

Ｔ． １～８は主旋律がアルトにあたり， Ｔ． ９～１６はそれがテノールに移行する。 それを囲む上・下声部の

極めて渋い書法からみて譜面全体がブラームスの間奏曲を紡沸とさせるのである。 Ｔ．１７～２０は旋律がソプ

ラノに移るがその后直ちにアルトにもどりＡ・Ａ″楽段 （１～２４） はきわめて地味で堅実にまとめられてい

る。Ｔ‐２５と２６は異名同音法によって変ニ短調からホ長調に急激転調をおこなってＢ楽段に入る。Ｔ‐２５～３６

の間ではＴ‐２７以外の全てが高声部に旋律をおき， 左手は単純な伴奏をなすノクターン的な楽想となるが決

してセンチメンタルに流れることなく天にかがよう超越的なひかりをおもわせる。 Ａ″楽切はＡとＡ′の性

格が複合し， Ａ″に至って遂に内燃の炎が外層に表出するが， これはほんの数小節であって， Ｔ‐５０をもっ

て急激に静まり， 経過句の希薄な書法に変化する。 Ｔ．２６～５５は主調の変記号５箇という調子記号が全て除

外され， 自在に転調しＥ：－Ｇ：－ｇ：と進み， Ａ″に入りＧｅｓ：に転じ， クロマティシズムはより一層そ

の度合いを濃くする。 シャープ記号とフラット記号が交互に多用され， 主要素材のとらわれざる変移のもつ

幻想的性格はビアニズムの華かさにおぼれることなく， あくまでもブラームス的抑制と内向の姿勢を貫くこ

とによって益々深まってゆくのである。Ｃフレーズ（５５～６１）に入ってフラット５箇の調子記号は復活するが，

４／８から２／４拍子に変り， 希薄な譜面およびＰＰによるレガート奏法の故に極めて評議にして内省的な

楽想となる。 ｃｏｄａはＡ′ （Ｔ‐ １７～２４） のフレーズの再現であり， 斯様にしてこの曲は一貫性のある深い

想念を有しているのである。

　

第ｍ番．変イ長調は１９４３年の作であり， 後述する 「１５の即興曲」 の次にとりあげるべきものであるが， 上

記２曲と共にまとめてリスト・アップされ 「３つの間奏曲・第３番

　

ｍｅｍｅ工ｎｔｅｒｍｅｚｚｏｅｎａ
ｂ

ｍａｊｅｕｒ」 とし

て演奏される （Ｔｒｏｉｌｎｔｅｒｍｅｚｚｉ） ことが多い。 この曲は全体として明るく， 柔和であり ドイツ・ロマン派の

無言歌と共通する点か多いが， また夜想曲的に展開する一面をも有ち， 後半には若干ビアニスティクな箇処

が右手に現れる。 やがて再現する歌謡性によって締められるが， 左右の音形， 和声進行などを総合してみる

とやはりメンデルスゾーン， ショパン， ブラームスｅｔｃ‐１９世紀ピアノ音楽の語法が脈々と生きていることが

わかるのである。
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フランシス・プーランクのピアノ音楽 （江）

　

同年最後のピアノ曲は 「プレス ト」 Ｐｒｅｓｔｏ変ロ長調であり， これもまた有名なピアニスト Ｗ１ａｄｉｍｉｒ

Ｈｏｒｏｗｉｔｚに献呈された。 トッカータ風の一見即興的性格をつよくかんじさせるものがあり， また無窮動的

な連続的な速さ， 右手１６分音符の一貫的継続のうちに淀みない流れが冒頭の指示にしたがってｔｒｅｓｓｅｃｅｔ

ｔｒｅｓｌｅｇｅｒに演奏される。 構成はＡ （１べ２０） Ｂ （２１～３２） Ｃ （３３～４２） Ａ″ （４３～５６） ｃｏｄａ （５７～６２）。

Ａはａ （１～８） ｂ （９～１４） ａ′ （１５～２０）， より細分すればａ （４十４） ｂ （２十２＋２） ａ′ （２十２

＋２）， Ｂ （６十６） Ｃ （４＋４） 十 （２） Ａ′ （６十２＋４十２） ｃｏｄａ （４＋２） という小節規模からなっ

ている。 Ａ楽段ａ楽節は単純な変ロ音の保続と右手１６分音符のスタッカートの連続によって極めてかわいた

ひびきが支配的となる。 ｂ楽節は４分音符による部分動機と上拍の１６分音符４箇による音階又は分散和絃を

合成した短い素材を５箇，そしてＴ‐１１のような８分音符をもまじえたクロマティク下降の変奏素材から成っ

ている。Ｂ楽段は４十２十２十４からなり四分音符主体の平行関係が全てといってよい。変ニ短調に始まり，

次のフレーズ （２５と２６） はＡｓ：ｖテーＡ：ｖ多 岐，， Ｔ‐２７～８はｃ：Ｗ６－Ｖ， Ｔ‐２９～３３では長３度平

行を左右共オクターヴ・ユニゾンでおこなう部分が現れ調性があいまいになる。 曲想はＴ‐ １～２０とは急に

変り， 静かで大まかな気分を表はし， いわゆる対照的中間部となっている。 つづくＣ楽段は右手がＡと同じ

く１６分音符のスタッカートで似て始まるが， 左右の動きがＡとは全く異っている。 ｈ－ ｍｏｌｌではじまり，

Ｃー Ｄｕｒを経 てｅ－ ｍｏｌｌのＶ７－工となるが， 次に再び調性があいまいとなり， ＣはＡの展開とみてもよい

ような形状と和声的変転をくり返しつつＴ‐４１のＢ：Ｖ青むこ達し，続くＡ′楽段Ｂ：への橋渡しをなしている。

指示語はｔｒｅｓｃｌａｉｒｅｔｔｒｅｓｓｅｃ か らｔｒｅｓｆｒｉｌｌａｎｔに変わり， 音量もＰＰから ｍｆ－ｆ－Ｐ －ｆとなり， 華やか

さの度が更に加わる。 Ａ′楽段は主調で始まり， 冒頭２小節はＴ‐ １～２と左右共に同じであるが， Ｔ‐４５

以降は展開部をなし， 調性はＢ：－ａ：－Ｆ：－ａ：－Ｄ：－Ｂ：と変転してゆく。 音形はＡ楽段と同類で

あり，ペダルなしに軽快なｌｅｇｅｒでしかもきらめきをかんじさせるような演奏が要求される。主要部にスタッ

カートがつづくのもＡ楽段と同様であるがＣ楽段と同じくＡ′楽段にはＡ楽段のａフレーズの音素材とｂフ

レーズのそれが自由に起用されているのである。 Ｔ．５０以降は益々はなやぎｍｏｌｔｏｆｆに達してからｃｏｄａに

入る。 結尾は単純なオクターヴ・ユニゾン形に変り， 最後の２小節では急にｐｔｒｅｓｓｅｃの軽く静かな和絃形

となって幕を閉じる。

　

１９３５年以降の作曲

　

「フランス組曲」 ｓｕｉｔｅＦｒａｎｇａｉｓｅ （ｐｏｕｒｐｉａｎｏ） は１９３５年にかかれＥｄｏｕａｒｄＢｏｕｒｄｅｔに献呈された。 いわ

ゆる舞踏組曲でありジェルヴェーズの旋律が起用されｄ’ａｐｒｅｓＣ１ａｕｄｅＧｅｒｖａｉｓｅ （１６ｅｓｉｅｃｌｅ） ている。 即 ち

非常に素朴な， 昔のフランスの土の香りを存分にもち合わせ， 極めて明快ななかにも時として機智に富んだ

和声処理がみられる。 全部で七曲からなり （工） ＢｒａｎｓｌｅｄｅＢｏｕｒｇｏｇｎｅ （＝） Ｐａｖａｎｅ （ｍ） Ｐｅｔｉｔｅｍａｒｃｈｅ

ｍｉｌｉｔａｉｒｅ （Ｗ） Ｃｏｍｐｌａｉｎｔｅ （Ｖ） ＢｒａｎｓｌｅｄｅＣｈａｎｐａｇｅｎｅ （班） ｓｉｃｉｌｉｅｎｎｅ （Ｗ） Ｃａｒｉｌｌｏｎ の順序 に並べ ら

れている。 この曲は後年吹奏楽に編曲去れている。

　

第１番 「ブルゴーニュのブランル」。 ブランルとはフランス語ｂｒａｎｌｅ （揺れ） ｂｒａｎｌｅｒ （振るｅｔｃ．） に由

来する舞曲であり， ややおそい２拍子， 男女が輪になり， 横にうごくというものである。 しかし一方ｂｒａｎｌｅ

ｓｉｍｐｌｅのほかに速い３拍子のｂｒａｎｌｅｇａｙがあり， この曲では後者が起用されている。 曲頭にはＧａｉ， ｍａ１ｓ

ｓａｎｓｈａｔｅ 「快活に， しかし速くなく一

　

の指示があり， 全５７小節中テムポの変るところがない。 即ち大楽節

の末尾 （Ｔ‐１９～２０，３５～３６，５６～５７） にはＳａｎｓｒａｌｅｎｔｉｒの指示があって一様のテムポが快活， 単純な２

／４拍子と共に貫かれる。 形式はＡ （１～２０） Ａ′ （２１～３７） Ａ （３８～５７） という真に単純なものであり，

旋律構造の素朴で変節と変化音をもたない庶民的・直裁的形状は将にプーランク在来の主張そのものの表現

といえる。ハ長調の属９で始まり第１・第２小楽節では末尾でのみ主和音が用いられ， 全体としては７度，
９度関係， 平行５度の原理等々が生かされており， またＴ．２７～８には新鮮な和声の組織が現れて単調さを
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大

　

塚

　

夏

　

生

脱している。 第２曲はヘ長調と教会調の両者によっている。 形式はＡ－Ｂ－Ａ′の単純な３部形式 （１６十１８

十２１）， 情調は祈りのようなものに近く， 冒頭のＧｒａｖｅｅｔｍｅｌａｎｃｏｌｉｑｕｅはまさにこの曲の様相と一致してい

る。 Ａ （８＋８） は教会音楽の旧タイプであり， Ｂ （８十４＋４＋２） は展開であって調性は冒頭より５度

高いｅ音を中心として動き， 左手の平行７度の連続 （１７～２３） 及び総体の不協和音構造がｉ繊細なひびきのプ

ロセスを生んでいる。 最後の指示語ｃｌａｉｒは将に天上にきらめく星の神秘的なひびきを暗示しているかのよ

うでもある。 即ちこのパヴァーヌは本来の意味におけるスペインの儀礼の踊りからはややかけはなれた宗教

性のつよいものといえるのである。 書体はほぼ教会コラール風のものであり， この古風な曲がパヴァーヌの

歴史および教会音楽を強く意識してかかれたものであることは明白である。

　

第３曲は 「小さな軍隊行進曲」 Ｐｅｔｉｔｅｍａｒｃｂｅｍｉｌｉｔａｉｒｅと名付けられ， 無邪気な子供の遊びのかんじがよ

くでている。 冒頭に 「歩行の二倍の速さで」 Ｍｏｕｖｅｍｅｎｔｄｅｐａｓｒｅｄｏｕｂ‐
ｌｅの暗示があり， ２／４拍子， 右手

の重音をスタッカートでひくことが要求去れている。 Ａ楽段 （１～１２） はフォルテで活発にｆｓｅｃとある。

曲全体 （７１小節） は四声の和声体で貫かれ， 調子記号はヘ長調 （ニ短調） と同じであるが， 明らかに変ロ長

調以外の何物でもなく， 最後の４小節 （６７～７１） にはＢ：ｍ－Ｗ－Ｄ６－Ｖ－Ｇ：１ 工の進行がみられ，

即ちト長調で終止している。形式はＡ（６＋６）Ｂ （６十６）Ａ（６十４）Ｃ （６十６＋１）であり，スラー

が用いられているのは中間部， 即ちＣ楽段のうちのＴ．３７～４３とＴ．５１～８のみであり， この小ロンド形式

のＢ楽段の前半（Ｔ‐１３～８）と最後のＴ．６５～７１では力強さが要求される。Ｃ楽段の頭Ｐｓｕｂｉｔｏｃｌａｉｒ Ｔ‐

３６～９は属調Ｆ－ｄｕｒであるが， 直ちに主調に戻るがＴ．４４～５８の左手には４度堆積が連続使用され， 更

にそれが右手との間に鋭い不協和関係を生むことによって激しいひびきがきかれる。第４曲「挽歌」（哀歌）

Ｃｏｍｐｌａｉｎｔｅは冒頭にＣａｌｍｅｅｔｍｅｌａｎｃｏｌｉｑｕｅ （静かに憂いにみちて） とあるように， 沈む愁いと切ない祈り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

　　　　　　　　　　　

１

のような気分がただよっている。 ６／８拍子ト短調， ８十４＋４＋３十４＋３のフレーズ構造をもつが， 後

半は９／８を含んでいるため４５拍十２４拍からなる。 第一フレーズはト短調 （自然的） であるが， また教会調

とも言い得る。 この部分は単旋律であるが， 第２フレーズ前半は左右に属音保続があるとはいえ， 旋律は左

右２オクターブ平行のモノトナスな形相である。 しかし， ここでは変化音も用いられていて短２度進行が増

加し， 雰囲気も異ってくる。 後半に入ると和声的手法に変るが一貫してト短調の線上にあり， 各小節に１ー

Ｖの型が守られている。 第３フレーズ前半は再び２オクターブ平行の単旋律であり， 最後の小節のみが９／

８拍子となる。後半は再び和声書法にもどり左右共に音域がやや高くなる。Ｔ．９以降は指示語ｐｌａｉｎｔｉｆ（嘆

くがごとく） のように作曲者の気持ちが最後までつづく。 Ｔ．１５には平行７度と平行５度もみられたが， こ

ちらの方ではそのような進行は異名同音の一箇処のみである。 音量はＰＰにもどり益々内観性が深まる。 各

小フレーズがドミナンテでまとめられているという点においても前フレーズと同じく一貫性を保持してい

る。 最終フレーズ （Ｔ．２４以降） も同様のテクスチュアであり， ＰＰＰで終るが最終小節には左右共に各々

の増４度堆積をもち－小節単位でみるならばｇ：Ｖ Ｖをできえゆくようにおわる。

　

第５曲 「シァ ンパ一 二ュ の ブラ ンル」 ＢｒａｎｓｌｅｄｅＣｈａｍｐａｇｎｅは古風な教会旋法による３倍形式の舞曲で

ある。 変記号１箇の譜面であるが二短調ではなく， むしろト短調の自然短音階に立脚している部分が主であ

る。 即ち曲中には変ロと変ホの二つのフラットがレギュラーに用いられ， 嬰へ音は現れずへ音が常用されて

いる。故に調性的上行導音は存在せず，中間部のごく一部分を除いた嬰へ音は用いられていない。形式はＡ（８

＋６） Ｂ （５十５） Ａ （５十４） ｃｏｄａ （１０）， 結尾句には変ホ音は現れず， 自然的ニ短調の如くにおもわれ

るが， やはりｇを終止音， ｄを副次終止音とする旋法であり， ｃｏｎｆｉｎａｌｉｓでおわっているが， ｅ音が付加さ

れているのは皮肉なことである。 昔風の郡びた情調を表すためテムポは中位であるが， 余りおそすぎずに

Ｍｏｄｅｒｅ，ｍａｉｓｓａｎｓｌｅｎｔｅｕｒの指定があり， 曲想には超越性を要求する ｍｙｓｔｅｒｉｅｕｘ （なにかしらさだかに捉え

がたいような不可思議さを意識して） の指示がある。Ａ・Ｂ楽段共にｇが中心音とた杏い時代の静寂な気分
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フランシス・プーランクのピアノ音楽 （亘）

を現わしており， 基底音は第１拍がｇ第４拍はｄという場合が圧倒的に多く， コラール風書法による落着き

のある内観的な曲なのである。 第６曲「シチリア風舞曲」 は素朴な賛美歌風の地味な曲であり， ハ長調・３

部形式， コラール書体の西欧的伝統線上にあるといえる。 Ａ （１～１２） Ｂ （１３～２０） Ａ （２１～３２） ｃｏｄａ （３３

～７），Ｂフレーズ以外に黒鍵の使用はなく，全体としてひびきも単純そのものである。第７曲「キァリヨン」

Ｃａｒｉｌｌｏｎもまた前曲と同じくハ長調の素朴な構成と楽想をもっているが， こちらは前曲と異って大変活発な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　

１１

　　　　　　

１
田舎風踊りであり， 曲頭にはＴｒをｓａｎｉｍｅｔｒｅｓｇａｉとある。構成はａｂａｃａ’ａｄａｂ’ｃｏｄａ， 黒鍵が一回も現れず，

またリズムに格別の変化もなく， 不協音程のぶつかりも少ない。小節数が少々ユニークであり， ａ（５＋５）

ｂ （６十６） ｃ （８十８） ａ″ （５十４十４十４） ｄ （４十４十４＋４） ｂ″ （６＋６十４十４） ｃｏｄａ （４

十６十１１）。 結尾句の始まりが右手による鐘の音 （題名） によっている。 最後には余韻を残すようｓｆｆｌａｉｓ‐

ｓｅｒｖｉｂｒｅｒの指示がみられる。 総じてこの組曲は第１， 皿， Ｗ曲が活発でありが， その他はもの静かで音組

成も古風であり 「フランス組曲」 として民族の伝統に帰依した感がつよいのである。

　

１９６３年に発表した 「ナゼルの夜会」 ＬｅｓｓｏｉｒｅｅｓｄｅＮａｚｅｌｌｅｓは１９３０年から連続的にかかれた大作であり，

ここには以前の彼の作曲にはみられなかったようなヴィルトゥオーゾ的形相が多くみられ， 明らかにロマン

派ピアノ音楽の技法が用いられていることがわかる。 構成は前奏曲， 変奏曲１． 優美の極致

　

丑

　

おおらか

な心

　

皿

　

厚顔と謙虚

　

Ｗ． 連動する発想

　

Ｖ． 誘惑的魅力

　

班‐ 自己満足

　

孤． 逆境の風趣

　

皿． 老衰の

兆候

　

ば‐ カデンツア

　

ヱ

　

終曲３）。 譜面の表紙裏には 「わが叔母リエナルを記念して－ナゼルの想い出に

よせて一 とかかれてある４）。 この曲の中核部をなす８つの変奏曲は長期に亘る夏の保養地ナゼルにおける連

夜のピアノ即興演奏会によって得た楽想を長い間溜めておいてパリにもどってから書いたものであり， 各変

奏は彼の仲間達のポートレートであるという。 更に前奏曲から終曲に到るこの音楽は夜にひらかれた窓から

みられるトゥールーズ地方のサロンの演奏会の雰囲気への濃厚な想い出に‐よるものといわれる５）
。 前奏曲は

１２１小節からなるやや規模の大きなものであり， そのうちの１１０小節はリストとショパンの影響をつよくうけ

たワルツ，第１１１小節以降はまさにリストの手法をそっくり真似たようなカデンツァである。和声には付加音，
借用和音， 変化和音などが屡々用いられるが， 調性手法のはっきりとしたワルツなのである。 形式は序 （４

＋２＋４＋４） Ａ （４＋４十４十４＋４） Ａ′ （５十４＋４十３） Ｂ （４＋４十４十４） Ｂ″ （４＋４十５

十４十５＋４） Ｃ （４十６十８） Ｃａｄｅｎｃｅ （９）， 調性はＡ （ｂ－ｍｏｌｌ） Ｂ （Ｅｓ－ｄｕｒ） Ｂ″ （同じ） Ｃ （ｂ

－ ｍｏｌｌ， Ｂ － ｄｕｒ） Ｃａｄｅｎｃｅ（ｃ－ ｍｏｌｌ→ｇ－ ｍｏｕ）。曲頭 に Ｅｘｔｒｅｍｅｍｅｎｔａｎｉｍｅｅｔｄｅｃｉｄｅ（きわ めて活発 に，

そして決然と） の指示があり， まさにリスト的こけおどしを想わせる左手の爆発に始まり， Ｔ．１３からショ

パンのワルツにも似た表情に変わる。 Ｂ楽段もまた同様であり， Ｃ楽段に入ってからは一小節毎にＰＰ－Ｐ

ーｍｆ－ｆ－ｆｆと音量を増しＴ‐１１０では遂にｆｆｆｔｒｅｓｂｒｕｓｑｕｅ （極めて急激に最強に） およびｄｅｓｓｕｓｓｅｃ （更

に荒々しく） とあり， リストを紡悌とささるものがある。 Ｔ‐ ｉ１３にはＴｒｅｓｌａｒｇｅ （極めて闇達に） とＴｒきｓ

ｃａｌｍｅ （極めて落着き払って）， 更にｅｃｌａｔａｎｔ （華々しく） と記されてあり， デモーニッシュな曲想のうち

にカデンツのリスト風の形相が最後のだめおしをおこなう。 即ちこの前奏曲はオリジナリティに乏しいので

ある。

　

変奏１ 「優美の極致」 はＶｉｆｅｔｇａｉ。 Ｒ． シュトラウスを想わせるような機智に富んだ書法であり， 陽気

ないたずらともいうべき音形とスタッカートの連鎖， 軽妙酒脱な音形の変化などを多用し， ユーモアに溢れ

るフレーズを連ねている。 フレーズ構造は４＋８十１２十６であり， 表情ゆたかな和声進行によるソノリティ

の微妙な変幻自在の様相が現れている。 変奏ロ 「おおらかな心」 は前曲とは対照的で， ゆったりとしたショ
パンのノクターンをおもわせる曲である。 書法はかなりショパンに似ており， 曲想は沓い過去へのノスタル

ジアを億わせるものがあり，ショパンのバラー ド，夜想曲，バルカローレｅｔｃ．に現れる手法が随所にみられ，
更にルバートの指示が多いのも特徴である。 変奏ｍ 「厚顔と謙虚」 はフランス的ユーモアのあふれる外相の
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奥に痛烈な皮肉と訓刺がかんじられる曲である。形式はＡ（１～２０）Ｂ（２１～３６）Ｃ（３７～５０），Ａはト長調，

Ｂはハ短調，Ｃはト長調，即ち調性のみの側からみれば（調性音楽としては）安定した配置がなされている。

しかし， 素材の性格をみると各々にはっきりとした個性があって対照付けられている。 和声法的には格別の

特質はみられないが， Ａ楽段の動機素材には組成の多彩さと気の利いたアーティキュレーションが顕著であ

る。 Ｂ， Ｃ楽段にはＲ． シューマンに似た拝情的旋律と伴奏形があらわれ， ここにも浪漫主義が明らかに生

きているのがわかる。変奏ｗ‐「連動する発想」は題名の示すようにある付点音動機が終止一貫して用いられ，

しかもテムポと重々しい性格からみて明らかにフランス・バロックの序曲の様相と一致している。 しかし，

音域と和声的進行がきわめて後期ロマン派的であり，曲頭の指示語Ｔｒｅｓｌａｒｇｅｅｔｐｏｍｐｅｕｘ（非常に大らかに，

そして堂々と） の如きアウトラインを保持しつつも極めて陰影に富み， かつ後半はリストのラプソディーに

も似た悲劇性をもつ箇処があって最後 （Ｔ．１４～１８） はファンタジックにまとめられる。 フレーズ構造は４

＋４十４十４＋２と解りやすく第１フレーズは荘重， 第２フレーズでは天上的， 第３フレーズは悲劇的， 第

４フレーズでは超越的， 結尾は沈潜的という構成をもっている。和声進行にはクロマティシズムが潜行して

おり， 不協音程の組合せによるニュアンスがゆたかである。

　

第Ｖ曲 「誘惑的魅力」 もまたメンデルスゾーンの無言歌やショパンのワルツ等々の血を濃くひいている。

形式はＡ （６＋７） Ｂ （４＋４） Ａ′（３十４十３） Ｃ （８十８＋８） Ｂ′ （４十４＋４） Ａ″ （６＋７）

Ｂ″ （７十７） ｃｏｄａ （１十５）， 調性はＡ （ｆｉｓ－ ｍｏｌｌ） Ｂ （Ｂーｄｕｒ， ｅｓ－ ｍｏｎ） Ａ′ （Ａｓ－ｄｕｒ） Ｃ

（Ｄｅｓ－ｄｕｒ） Ｂ′ （Ａ－ｄｕｒ） Ａ″ （ｆｉｓ－ ｍｏｕ） であり， 和絃は極めて単純なＡ楽段か序々に複雑化 （転

調楽節を含む）し，Ａ″以降は付加音を多く用いつつ最終段階では合成和絃を頻繁にひびかせることにより，

１９世紀初期から２０世紀への音組織の移りかわりのひとつの様相をあらわにしている。 全部で僅か１０１小節と

いうみじかい曲であるが演奏に関わる思い入れが多く， 数多くの言葉が用いられている。 まず冒頭には

Ｔｒｅｓａｌｌａｎｔ極めて活発に， ｐｌａｎｃｅｒｌｅ ｍｏｕｖｅｍｅｎｔしずかながらも活動的に， Ａ″楽段にはｂｉｅｎａｌ’ａｉｓｅ極め

て爽や か に， ｔｒｅｓｃａｐｒ・ｃＩｅｕｘ非常 に自由 にｅｔｃり Ａ” 楽段のＴ‐７３～４ｓｅｍｐｒｅｐｌａｎｃｅｒｌｅｔｒａｉｔは減７和 絃

の分散を弱音により一気に弾きとおすことを要求している。 その他指示が余りにも多く， 最後に至る迄の不

協和音及び休符を含む音形による緊張の増大と相僕って， この組曲中最も内容の充実がみられるのである。

　

第Ｗ 「自己満足」 はマーチ風の楽想をもち， 滅法あかるいがために楽隊屋的雰囲気をかんじとられるむき

もあるが， 細部には近代的な工夫もこらされている。 冒頭の指示語 ＴｒｅｓｖｉｔｅｅｔｒｅｓｓｅｃおよびＢ楽段のｆ

ｔｕｒｂｕｌｅｎｔ（強く， 燃える如く）等々がこの曲の情調をつよく現わしているのはたしかである。形式はＡ （１５）

Ｂ （２２） Ａ‘ （１６） Ｂ′ （１２） ｃｏｄａ （１０） これを細かくみればＡ （１～８， ９～１１，１２～１５） Ｂ （１６～１９，２０

～２７（２８～３７） Ａ″ （３８～４５） Ｂ″ （４６～５７，５８～６５） ｃｏｄａ （６６～７５） ということになる。７５小節からな

ること曲は全体が上記の如くに活発で明快であり， かつ大変にぎやかで華やいでおり， 特にＢ楽段のｆｔｕｒ‐

ｂｕｌａｎｔり

　

ｃｌａｉｒ， ｐｒｅｃｉｓｅｔｓｅｃそしてｐｏｉｎｔｕ鋭く刺戟的に等の指示語にはプーランクの希いがつよくこめら

れているのが音形， スタッカート， アクセントの様相からみてよくわかるのである。 Ａ楽段の前半は無邪気

なフォークダンスであるが， 左手声部は各小節がパターン化され， 一定のバランスを保つ。 後半に入ると急

に調性があいまいになり， 音型も全く別種のものに変り， Ｔ．１２～１５は右手が減７和音の原理， 左手が交互

性２度音階という組あわせを行なって上昇する。これは既に１９世紀後半にＦ．リストが用いているテクスチュ

アであり， Ｂ楽段のＴ．１６～１９の左手の増工度の連続形はバルトーク等々にもみられるものである。 ここで

は右手に上昇的動機連鎖があり，Ｔ．２０～３６には逆に左右共に下降性の音列を（主として低声部に）潜ませ，

例えばｄｅ －ｃ
２－ｂｌ－ａ

ｌ－ ｇ
１－ｆｉｓ

ｌ － ｅ
ｌ
， ａ

ｌ －ｇ
１－ｆｉｓ

ｌ－ ーｅｓ
ｌ － ｄｅｓ

ｌ －ｃ
ｌ－ｂ－ａ一ｇ－ｆｉｓ

－ｅ－ｅｓ－ｃという系糸が潜行している。 更にＴ．３１～３５の右手には各小節の上拍のひとつに減５度が規

則的に用いられており， 特にＴ．３２～３５の第２上拍では左右の３つの音を合わせると減３和音を型造ってい
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る。 そのほかこのフレーズには左右の間に規則的音程関係もあって単純なシェーマがみうけられる。 Ａ′楽

段は冒頭の完全５度下， 詰り下属調 （Ｆ：） で始まるが， Ｂ′楽段はＢ楽段の後半の展開となり， Ｃ：から

Ｈ：へと転調し， 更に Ａｓ：へと進む （Ｔ‐５８～６１，６２～６５）。 このフレーズはストレッタともいいうる。

ｃｏｄａは冒頭素材に始まり， 豪快な上昇に変ずるが， 最後 （７４～５） ではなにかしら暗示的な弱音に急変し

て消える。 即ち余りにも明かろく快適な楽想が予想通りにもあがりをみせるのにもかかわらず， 末尾の２小

節によって反語めいた意味が示されているのである。

　

第孤 「逆境の風趣」 はＬｅｎｔｅｔｍｅｌａｎｃｏｌｉｑｕｅ教会旋法で始まる無言歌的作風の曲である。 構成には規則性

はないが， 数箇の部分動機が自由な順序と音程で以て現れる， 論理的統辞性よりも思いつきが勝った， 汗惰

性の濃い書法によっている。 全体の情調は憂愁というべきものである。

　

第孤曲 「老衰の兆候」 はブラームスの間奏曲のなかのあるものにも似て， 孤独な魂の内部を冷い空気が吹

きぬけるような情感に近いものをおもわせる。形式は序 （１～２） Ａ （３～１０）Ｂ （１１～１８） Ａ′（１９～２７）

Ｃ （２８～３５） Ａ″ （３６～４３） ｃｏｄａ （４４～５０）， 各々の規模を細かくみればＡ （２＋２＋２十２） Ｂ （４＋４）

Ａ′ （４＋２＋２＋１） Ｃ （４十４） Ａ″ （２＋２十２＋２） ｃｏｄａ （３＋４） となり， 均衡のとれた配分

であることがわかる。 調性はａ：→ｆ：→ｆｉｓ：→ａ：→ａ：であり， ごく普通のものといえる。 序奏には

休符が多く， またＥｓ：Ｖ７－ａ：Ｖ９－１という極めて暗示的な和声のＰＰによる進行 （ Ｄ７０耳－）の後

に同じくＰｐｌｅｇｅｒで以てスタッカートによる半音下降性を示す。 これはＴ． ～６においてソプラノに現れ，

Ｔ． ６～１０ではそれが内声に移りｂｌ－ａ
ｌ－ ａｓ

ｌ－ ｇ
１－ｆｌ－ｅ

ｌ－ｄｉｓ以下ｈに到るまでの経路をたどって

ゆく。 ここは左右共に歯切れのよいスタッカート， ソプラノのみｔｒｅｓａｒｔｉｃｕｌｅ （裁然と） からＴ． ７～８の

レガートを経てＴ． ９～１０のノン・レガートへの進む変化の多い楽段なのである。 つづくＢ楽段はｆ：－ｃ

：－ａ ：－ｆ：－ｃ：－ｆｉｓ：という調性のもとにやや活気を帯びた左手の上昇的スタッカートを軸として

（ｌｅｍ－ｇ‐ｂｉｅｎｅｎｄｅｈｏｒｓ） 右手が不随的半音上行～分散和絃という形体をとる。 上記の如き小節配分による

組成的対比がＡ・Ｂ両楽段のあいだにはみうけられる。 Ａ′楽段は冒頭のａ：より短３度低いｆｉｓ：に始ま

り， 後半の４小節は転調楽節をなしている。 このフレーズはまた２＋２にわけられ （２３～４，２５～６）， 後

半は烈しい性格に変る。 Ｃ楽節に入ってようやくスラーによるなめらかなｄｏｕｃｅｍｅｎｔビアニッスィモのス

ラーを多用した対位法的（ソプラノとテノール）なテクスチュアをもった瀞説のフレーズになる。背骨となっ

ているの の保続音，およびｆ２→ｃ２→ｇ２→ｃ２の上下をくり返すメッツォ．ソプラノである。結尾句（Ｔ．

４４～５０） は音形が急変し激烈なスタッカート， ノン・レガートのフレーズとなるが， 最后は天界への上昇と

もいうべき， 低音域から高音域へのｄｉｍを伴った上行分散和音をたどった進行により， 消えゆくようにお

わる。

　

「ガデンツァと終曲」 この組曲には先ず前奏曲の尾部にカデンツァがあり， 更に終曲の前にもカデンツァ

が挿入されている。 これらは共にロマン派的ビアニズムの誇示を目的としており， リストの亜流ともいうべ

き浅く烈しいだけの， いわば 「こけおどし」 である。 曲頭表示語はＴｒｅｓｌａｒｇｅｅｔｔｒｅｓｌｉｂｒｅｍｅｎｔ， オク ター

ヴ平行による付点音符素材で初めての４小節が形成される。 ここにはｆｆ， ｓｆｆそしてｅｃｌａｔａｎｔ （まばゆいば

かりに）， 更にアクセント記号がやたらと用いられている。Ｔ． ５～６は一転してＰＰとなりｔｒｅｓａｌａｎｇｕｉ （非

常にゆっくりと） を以てフレーズをまとめている。 この語は本来は衰微を意味するものであり， イタリア語

の ｍｏｌｔｏｒｉｔａｒｄａｎｄｏと同じく演奏上心掛けておけばよいであろう。 Ｔ． ６の後半からは再び華美になり， 最

後まで左右のオクターヴ平行による音階，分散和絃， トリル等の交互の起用による虚しい曲想がつづく。
「終

曲」 Ｆｉｎａｌは４／４拍子， １００小節からなる活気にみちた曲であり， シューマンの幻想曲をはじめロマン派

の語法をもり込んでいる。 Ａーｄｕｒ工に始まりＣ－ｄｕｒ工に終るまでのあいだに幾つかの調性を経ており，

その度毎に楽想が変化が大きく， 楽段の再現がない。 即ち大きく分けければＡ－Ｂ－Ｃ－Ｄ－ｃｏｄａという
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構造である。 Ａ （１～１４） Ｂ （１４～２６） Ｃ （２７～４６） Ｄ （４７～８９） ｃｏｄａ （９０～１００）， Ａ （ａｂｇ） はイ長調

で始まる明かろく活発な楽想をもち， 曲頭にはＦｏｌｌｅｍｅｎｔｖｉｔｅ，ｍａｉｓｔｒｅｓｐｒｅｃｉｓ （凄絶な活気をもち， 然し

大変正確に）， Ｂ楽段はｔｒｅｓｄｏｕｘｅｔｅｎｖｅｌｏｐｐｅ （非常に軟かく， ふんわりと） で以て始まりＴ． ２０～２３まで

ｅｃｌｅｔａｎｔ（華やかに） となり間もなくおさまる。 書法はソプラノ旋律と１６分音符によるアルト声部の分散和

音伴奏及びバスの補佐という通常のものであり， リズム， 和声進行共に時たま半音変化がある程度で特に個

性的な処理はみられない。

　

Ｃ楽段は一転してハ短調となり，暗さの内に烈しさを秘めてくる。Ｔ．２７にはｔｒｅｓｉｎｔｅｎｓｅ（非常に烈しく）

及びＥｎａｎｉｍａｎｔｕｎｐｅｕもあり， ｍｆから始まってゆく。 このフレーズはＣ （４＋３十４＋２＋４十３）， ８

分音符の伴奏にのって比較的大きなきざみのソプラノ旋律がハ短調でｔｒａｇｉｑｕｅに進行する。 フレーズ構造

にも伸縮があって前楽段とは対比が著しいが， リズムと和声進行はごく普通である。 その単調さを救うのが

時たま用いられる借用和音及びテムポの変化である。Ｄ楽段 （Ｔ．４７以降） は３／８拍子， 変ニ長調の典型

的なワルツである。 テムポは前楽段の」＝Ｄとされる。 ここには第Ｖ曲Ｌｅｃｈａｒｍｅｅｎｊ６１ｅｕｒの Ｃ楽段の ショ

パン～リスト風のワルツが起用され，４３小節も持続する。 ｃｏｄａ （Ｔ‐９０以降） には Ｒｅｐｒｅｎｄｒｅｌｅ ｍｏｕｖ‐

ｍｅｎ ｍａｉｓｔｏｕｊｏｕｒｓｃａｌｍ の指示があり， 更にＰＰで左手はややはっきりと， 両方のペダルを用いた時のよう

なひびきが要求されている。
６）Ｔ‐９０～９３は前曲 （Ｃａｄｅｎｃｅ） のＴ． ２～６の起用であり， 調性が短２度低

いのみである。

　

穂じてこの作品にも各曲に標題がついており， 描写音楽ではないもののそれぞれに個有の想念をこめると

いう点においてＲ‐ シューマンのピアノ作品と一脈相通じるものをもつ。 書法においてはリスト， ショパン

時にはブラームスの影響がつよく， 独創性は乏しいが近代フランス音楽に特有の感性と機智をゆたかにもっ

ているのである。

　

「オー ヴェ ルニユー の夜 会の ため の ブー レー」 Ｂｏｕｒｒｅｅ， ＡｕＰａｖｉｌｉｏｎｄＡｕｖｅｒｇｎｅは前 曲の翌１９３７年 に発

表された。 ここでは曲想が再び田舎の風情にもどり， バグパイプ的保続音の上に素朴な素材によるフレーズ

とペリオーデが組み立てられている。 Ａ （８十６十３） Ａ′ （４十４十４） Ａ″ （６＋６） ｃｏｄａ （１１）。 Ａ

楽段はＣ音を保続音とし， Ａ′楽段の属音であるＧ音を保続音としているが， Ｔ‐２２～５のみはａｓ， ｂ， ｃ，

ｄ， ｅｓ， ｄ， ｃ， ｂと２拍毎に上昇・下降する。 Ｔ． ２６～４１は再び属音が保続されｃｏｄａ （Ｔ．４２～５２） で

は再び主音がオルゲルプンクトとなる。 その他Ａ楽段とＡ′楽段の対比はペダルの指示にもよっている。 即

ちＡはｓｅｃｓａｎｓＰｅｄａｌｅ， Ａ′は ｍｅｔｔｒｅｕｎｐｅｕｉａｐｅｄａｌｅｆｏｒｔｅｍａｉｓｓａｓｄｅｓｏｕｒｄｉｎｅとなっ ている。 こ のよう

に両楽段は基底音の対比と共に奏法においても対比を生むよう要求されている。 Ａ″楽段では保続音が属音

ながらもソプラノにスタッカートが初めて用いられ， 更に上行音階が現れるなどの新規の書法もみられる。

和音においてはＡ楽段が日鍵のみであり， Ａ″楽段ではｆｉｓ， 更にＴ‐２２以降ではａｓ， ｂ， ｅｓ等も用いられ

次第にひびきが多彩になる。 内声・外声共に半音変化が多くなり， Ｇ音を主音・属音・下属音とする調性の

あいだを浮遊してゆく。 しかしソプラノの素材形相がほとんど変らないために変化のなかにも統一は保たれ

ている。 ｃｏｄａでは保続音かＣ音にもどり， ソプラノもＡ楽段の冒頭を再現する。 ここでは音量がｍｆにも

どり，Ｔ．４９以降は１小節毎にｆ～ｆｆ～ｆｆｆ～ｓｆと増大し，テムポはＴ．４２にＳａｎｓｐｒｅｓｓｅｒ （ｎｏｎａｃｃｅｉ－）， Ｔ．

４９に はＳｕｒｔｏｕｔｓａｎｓｐｒｅｓｓｅｒ （決して急がずに）， 表情指示としてはＴ．４３にｓａｎｓｎｕａｎｓ （淡々と） の語が

みられる。 ここではＡ楽段の素材が幾度も反復されつつ盛りあがってゆくが， あくまでも演奏上の派手さを

求めないという上記の如き冷静な指示に特徴がある。 以上の如くに保続低音における変化と統一， 主題の単

純素朴， 奏法による多彩さの産出ｅｔｃ‐によってこの曲は極めて理智的に進行してゆくのである。

「８つ の夜想 曲」 ＨｕｉｔＮｏｃｔｕｒｎｅｓｌ９２９～３８

３６０



フランシス・プーランクのピアノ音楽 （ｎ）

　

この曲第２次大戦前から戦争初期にかけて随時かかれたものであるが， 時代的緊張感はみられず， むしろ

柔軟な曲想を示している。 この頃バルトーク・ベーラは弦楽４重奏曲第４・第５番と２台のピアノと打楽器

のためのソナタをかいていたことを思うとき， これら２人の生き方の余りの違いに気がつく。 更にショスタ

コヴィッチは交響第３・４・５番をかき， Ａ‐ オネゲルは火刑台上のジアンヌ・ダルクをかいていたのであ

る。 プーランクはフォーレのノクターンよりもショパンのほうを好んでおり， その影響がここでは中広くき

きとれるのである。 この作品は彼の中期のピアノ曲を代表するもののひとつであり， かつその時期の最後を

かざるものであるため，重要なもののひとつといえる。全８曲は次の如くである。第１番「スュジェットに」，

第２番 「若い娘達の踊り」， 第３番 「マリーヌの鐘」， 第４番 「幻視舞踏会」， 第五番 「尺蛾」， 第６・７・８

番 （標題なし）７）
。

　

第１番・ハ長調 （１９２９） はショパンの楽風を濃くかんじさせるが， またフォーレ的一面もみられ， 即ちこ

の両者を継承したものとみなしうる。 ソプラノに旋律をおき， 他は分散和音的伴奏というごく普通の書法に

よっており，曲想も極めて爽やかな夢想性をもち，全体は冒頭素材の変様によっている。形式はＡ（８十７）

Ａ′ （１２十８） ｐｓ （３） Ａ″ （１３十４十６） Ｂ （９十１０十６） ｃｏｄａ （６）， ここでは種々の滑らかな転調，

控え目な半音進行があり， それが徐々に進展してゆく。 Ｂ楽段で音形は一変し， 音組成が再び単純になり，

楽想は弱奏の連続によって希薄になり， Ｃ音を中心として動きが少くなる。 結尾句には新しい和声法的処理

があり，
８）音量は冒頭と同じになるが， テムポは」＝Ｄとなって和絃的コラール形体を用いつつ締めくくり

の落着きを得る。 常に清潔な演奏が求められ， テムポの正確， 伴奏の控え目と規律正しさの指示Ｓａｎ

ｔｒａｉｎｅｒ 及 び１’ａｃｃｏｍｐａｇ１ｎｅｎｔｔｒｅｓｅｓｔｏｍｐｅｅｔｒｅｇｕｌｉｅｒ （Ｈｅｕｇｅｌ＆ＣＩＥＩ９３２） もみられるが大変心優しい曲であ

る。第２番・イ長調１９３３は軽快な躍動性をもつ若い娘達の踏りである。Ａ楽節は胸のはずみ，Ｂ楽節は恐怖感，

Ｃ楽節は錯綜する想いを表わす僅か３０小節の小品であり， 結尾等々に若干の例外はあるが伴奏形は一貫して

１６分音符の和絃を打楽器的に用いている。 旋律はやはり素朴， 弱奏フレーズが大半を占め， 概ねｌｅｇｅｒ， 両

ペダルによる幻陣の響き Ｄａｎｓｕｎｈａｌｏｐｅａｌｅの指示もあり， 旋律のおぼろな柔和さ， 音形のきざみの細かい

鼓動がいきいきと伝わってくる。形式はＡ・Ｂ・Ａ′・Ｃ・Ａ″・ｃｏｄａ，調性はＡ：－Ｃ：－Ａ：－転調（Ｔ．

１４～２３） Ａ：－ａ：。指示語の組み合わせとしてはｔｒｅｓａｎｉｍｅと１ｅｇｅｒ， 及 びｔｒｅｓｓｏｕｐｌｅとｔｒｅｓａｌｌａｎｔが各々

同時に出てくるなど極めて複雑な陰影をかんじさせるものがあり， フランス近代の詩的イディオムの特色が

表われているのである。

　

第３番・ヘ長調１９３４は中間部以外にｆ音とｃ音のみによる保続的動機が用いられ， それが拍子の変化を伴

いつつ延々とつづく。Ａ楽段 （１～４２） は素朴な舞曲。 Ｂ楽段 （４３～６７） は悪魔的性格という風に対比が裁

然としている。 形式は複合３部， 調性はＦ：－Ｃｅｓ：－Ｆ：， 拍子は３／４と４／４が幾度も交替するほ

かアクセント記号によるリズム変化もみられる。
９）左手はｆとｃのみの使用によっているためナイーヴな印

象をあたえる。 Ａ楽段は右手もまた素朴な旋律を奏でているが， 和音の組成に７度関係と９度関係が頻繁に

用いられ， 特にＴ‐１８以降にはそれが継続的に現われてくる。Ｔ‐２７～３４には平行９度の連続もみられるが，

音形，リズム，音量ｅｔｃ‐の状況の故に刺戟がつよくない。Ａ楽段の後に全篇守 があり，沈黙が要求される。

Ｂ楽段は３／８拍子， 魔性の如きＡｇｉｔｅｅｔｍｙｓｔｅｒｉｅｕｘ即ちラプソディクな中間楽想が用いられ， 強烈な和絃

の連続に応じて各々にペダルをふみかえるよう要求される （ｐｅｄａｌｅｓｕｒｃｈａｑｕｅｔｅｍｐｓ）。 Ｔ．６０と６７で再び

沈黙となり， いままで全てのコー ドに付いていた筒音はＰＰＰになると共に短かく軽やかなひびきｔｒｅｓｂｒｅｆ

が要求され， 雰囲気に超現実的なｍｙｓｔｅｒｉｅｕｘが強調される。 即ちＢ楽段はＴ．４３～５９とＴ．６１～７が全く

対照的性格をもつのである。 不協音程が強奏で続けられる前半は殊に鋭いが， 後半はＰＰＰとなるためにそ

れがむしろ神秘感に近いものとなる。 Ａ′楽段 （６８～９８） は再現部に近し￥性格をもっているがＴ‐８０～８７で

は二声対位法が用いられ， つづいて右手Ｔ．８８～９４の７度と９度の連続がホモフォニックに現れるが， 全て
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がＰＰｍｅｌａｎｃｏｌｉｑｕｅなために評議が保たれ，特に後者ではｌｅｓ２ｐｅｄａｌｅｓによってユニークなひびきがうまれ，

特に結尾はＦ：ｍでもって余韻をしずかに残して息絶える。 ＡとＢのコントラストの激しい夜想曲である。

　

第４番・ハ短調Ｂａｌｆａｎｔ６ｍｅ （１９３４） はＪｕｌｉｅｎＧｒｅｅｎに献呈された短かい３／４拍子の静かでゆっくり

（Ｌｅｎｔ，ｔｒｅｓｌａｓｅｔｐｉａｎｏ） した曲であり， 形式が単純で規模も小さい。 ワルツというよりはマズルカに近く，

豊潤な和音の進行による微妙なニュアンスの連鎖をゆっくりと味わう曲である。標題の次にジュリアン・グ

レーンの 「幻視者」 からの引用文もみられるが，
１０）この文脈と曲想との関わりは立証しうるもるものでは

ない。ショパンにも似たメランコリックなハ短調のゆっくりとした３／４拍子において短２度進行，変化音，

付加音およびＰＰとＰＰＰの多用という組み合わせがあり， 更に滑らかな調性的浮遊が現れることによって

ショパンを一歩踏み越えんとした一面もみうけられる。 形式はＡ （１～８） Ａ′ （９～１６） Ａ″ （１７～２８）

ｃｏｄａ （２９～３６） という極く一般的な４の倍数によったものであり， 音形とクロマティシズムはショパンの

マズルカの範囲内に止まっているのである。

　

第５番Ｐｈａｌｅｎｅｓニ短調は１９３４年にかかれジァン・ミシェル・フランクに献呈された。この曲はスケルツォ

風なユーモアと鋭いアイロニイを含んだ音形とひびきにみちている。 無窮動的連動性とトッカータ風の活発

さを一貫してもちつづけており， 指示語のＰｒｅｓｔｏｍｉｓｔｅｒｉｏｓｏ はＡ楽段の右手ｔｒｅｓｌｉｅと左手ｓｅｃｅｔｔｒｅｓ

ｒｙｔｈｍｅの組合わせの特異性を指すものと考えられる。 形式はＡ （８十８） Ｂ （５＋２） Ａ′（４十６＋６）

Ｂ″ （４） Ａ″ （４） ｃｏｄａ （８） であり， 小ロンドン形式に近く， ＡとＢの対照は載然としている。 Ａ楽

段の特徴は左右の音長と単声という点においては同じであるものの， 奏法においては右のレガートに対して

左がスタッカートという粗合わせであり， 両者の同時的縦関係には協矛廿性と不協矛α注が計画的に配置されて

いる。 即ち各小節の開始部と結びには短２度のぶつかりがあり， その中間には協音程が配置されている。 拍

子は３／２－２／２－３／２－３／４－３／２ー２／２という変化が１６小節の中に現れ， 音量はその間にＰ

－ｍｆ－ｆ－Ｐ－ｐｐ－ｆの順で変る。以上の如くにこの個性的２声書法がリズム，拍子，音量の多様さを伴っ

てより一層ユニークなものとなっているのである。 これに反してＢ楽段の前半は和声書法であるが， 各声部

に規模は異なるが各々クロマティク進行が含まれ， なだらかな流れとなっている。 音量はわずか７小節の間

にＰ－ｆ－Ｐ－ｆｆと変り， Ａ′楽段に入ってもまたこれがＰ－ｐｐ－ｆ－ｐｐ－ｆ－Ｐ－ｆｆとつづく。 Ｔ．２４

～７はホモフォニイ， Ｔ． ２８～３３はソプラノ以外に主動機が移置され， 展開部の感を濃くする。 Ｔ‐３４～９

は再び２声書法にもどり， Ｂ′ （４０～３） Ａ′ （４４～７） が現れる。 ｃｏｄａ （４８～５５） はＴ．２８～９と似てい

るがＴ．４８の音形が反覆される。 最後のコー ドはｄ：Ｖき－によって謎めいたａｓ音が現れ， つづく第６番の

開始音ｇ
１に半音下降してゆく。 プロコフィエフ的機智を大いに含んだ曲といいうるのである。

　

第６番・ト長調もまた１９３４年にかかれワルデマル・シュトレンガーに献呈された。 前作とはうってかわっ

てものしずかに始まるこの曲はソプラノ旋律と伴奏分散和音からなっており， 伴奏は両手の関与によって奏

される。 曲頭にはＴｒｅｓｃａｌｍｅ ｍａｉｓｓａｎｓｔｒａｉｎｅｒ （大変冷静に， しかし粘つくことなく） という指示があり，

Ｔ‐ ８～１０とＴ．２５～４１以外は冷静さが要求されている。 旋律様態と伴奏書法， そしてそれらの展開形相が

ロマン派の無言歌， ノクターン， バラー ド等々に似ており，１９世紀中期の書法を全面的に踏習している。 形

式はＡ （１１） Ｂ （６十４） Ｃ （１１） Ａ′（９） Ｐｓ （３） Ｂ′（５十７＋７） Ａ″ （１４） ｃｏｄａ （８） という

やや変則的なものであるが， 各楽段は形状， 和声共に至極ナイーヴである。 Ａ楽段は大まかな旋律に基本的

分散和音をもち， Ｔ． ８～１０がピークとなっている。 Ｂ楽段の前半はソプラノ旋律の各音程中が狭く， 半音

を多く含んでおり， かつアルトもまた隣接音 （短２度を多くもつ） をたどってなだらかに進む。 前半の左手

は明らかにＢｓ：Ｖ７で通しているが， また右手との関係でいえばＤーｍｏｌｌの和声進行ともいいうる。 しか

しながらクロマティクなソプラノに呼応して他の声部もまた変化音的進行をなしつつ調性的経過性を増し，

Ｔ‐ １８～ ９の Ｃ－ ｄｕｒ，
Ｔ． ２０～１の Ｄｅｓ－ ｍｏｌｌ，

Ｔ． ２２～３の ｅ－ ｍｏｌｌ， Ｔ． ２４～５ の Ａｓ－ ｄｕｒ等々 と
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いうように目まぐるしく変転してゆく。 Ｃ楽段 （Ｔ．２２～３） は上記の如き状況がつづくなかで新しい素材

が現れる。

　

つづくＡ′楽段では変ホ長調から次第にＴ．３８～４１のような転調をたどる。 この場合音形は凡庸であるが

和声的にはやや若々しさがみられる。 Ｔ．４２～４の経過部はｅ２～ａ２間の全ての音を２度音程の組合わせに

より， 右手のみの各２箇の音で以て進めてゆくため， 極めて暗示的なひびきをもつ。 拍子は多様に変り， 特

にＴ‐ ３６以降をみると２／４， ５／８， ３／８， ３／４， ３／８， ３／４， ２／４と実に目まぐるしいので

ある。 Ｂ′楽段 （Ｔ‐４５～） ではＢ楽段の場合よりも左手が単純化され， アルトもクロマティクではあるが

明確な対旋律をなしている。 ここでは装飾音が目立つように上昇的音形 （５０～６） 素材に付加され， 右手の

二声と共に３声書法を明確にしている。この左手について「これらの小さい音符はきわめて短かく，かつ鋭く，

そして旋律は充分にはっきりと」
１１）という添書きがある。 小さい音符とはいうまでもなく装飾音のことで

ある。 Ａ” 楽段はＡ楽段の形状が簡略化された大まかな分散和音の伴奏を有するカデンツ的書法でＴ．７７ま

で進み， ｃｏｄａはＰＰの和絃となってゆったりと流れるなかで短２度関係が活かされ， 最後はａ：１－Ｖ－

ｇ：Ｗ６一Ｇ：工でもって結ばれる。 ごく一部分を除いては大変スタテイクな情調をかんじさせ， また和声

のコンセプトもＴ‐３２，４０など若干の小節を除いては大胆な経過和音を用いつつも， 色彩的変化の様相は大

変したしみやすいのである。 全体としてはＡ楽段の曲想がやや重苦しく， Ｂ楽段とＢ′楽段は更に何かしら

割り切れないような想いを秘めた渋さをたたえており， ブラームスにも似た沈潜をｃｏｄａの８小節が示して

いる。

　

第７番・変ホ長調は１９３５年にかかれフレッド・ティマールに献呈された。 きわめて明るく， ナイーヴな曲

想をもち， 冒頭のＡｓｓｅｚａｌｌａｎｔ（大変活発に） が示すようにあたかも生きる歓びが湧きでるがごとき素材が

充満している。 形式はＡ （４十４） Ｂ （４） Ｃ （４＋８） Ａ′（３＋４＋３）。 Ａ楽節は音階的なソプラノ

主題に分散和音の伴奏が付随する形体が大部分を占め， レガート奏法が要求されている。 Ｂ楽節 （９～１２）

は音域の和絃が次第に下降をなし， Ｔ．１２では僅かのあいだ冒頭素材が現れる。 Ｃ楽節 （１３～２４） の音形は

前楽節と異なって大まかになり， 伴奏が希薄になる。 特にここでは平行３度の左手がｓｅｃｃｏ （ｓａｎｓｐｅｄａ１

の暗示的効力をもっている。 テムポについては均一性が強張され， Ｔ．１３にはｓｕｒｔｏｕｔｓａｎｓｒａｌｅｎｔｉｒ （く れ

ぐれもゆっく り にな らない よう に）， 更 に楽節 Ｔ‐ １７には Ｔｏｕｊｏｕｒｓｓｔｒｉｃｔｍｅｎｔａｕｍｅｍｅｍ‐ｏｕｖｅｍｅｎｔ （同 じ速

度を常に厳格に守って） の指示があり， 決してムー ドもこ流されないよう要求される。 ここではソプラノ旋律

にレガート， そしてそれと同じ拍節のバスにはｓｅｃが求められる， 調性はｂ：－ａ：－Ａ：と転移しつつ変

化和音がふえてゆく。 Ａ′楽節 （２５～３１） の後， ｃｏｄａ （３２～４） では新たなゆったりとしたソプラノが用

い ら れｌｅｃｈａｎｔｂｉｅｎ ｍａｒｇｕｅ （旋律をよくひびかせて） およびｃｅｄｅｒｂｅａｕｃｏｕｐ （きわめてゆっくりと） の指

示のもとに幻想的に消えてゆく。 穂じてこの曲には不協音程によるぶつかりは決して少なくはないが， 間も

なく解決される例が多く， ひびきの柔かさと共にメロディーが上声にうかぶようにかかれている。 憧」撮感と

躍動感に張った曲といえる。

　

第８番・ト長調， この夜想曲集の第１番は２９年， 第２～７番は３３～５年の作であるが， この第８番は３年

余のブランクをおいて３８年にかかれた。 献呈者の名はなく， それとは別に 「連作の結びの役割りをつとめる

ためのもの」
１２）という但し書きがついている。 静的なコラール形体によるナイーヴで温かい挽歌ともいう

べ曲想をそなえている。 当然のことながらソプラノは旋律であり， 他は伴奏和声であるため， Ｈｅｕｇｅｌ版に

は学習者のために ｍｅｔｔｒｅｂｅａｕｃｏｕｐｄｅｐｅｄａｌｅ （ペ ダルを用 いて柔 かく 弾く） 及 びｌｅｃｈａｎｔｄｏｕｃｅｍｅｎｔｅｎｄｅ‐

ｈｏｒｓ， ｌｅｓｂａｔｔｅｒｉｅｓｔｒｅｓｄｉｓｃｒｅｔｅｓ （ソプラノ旋律を浮きたたせつつも和絃はきわめて控え目に） という注意

書きが添えられてある。 大変おちつきのある， どこかシューマンにも似た汗惰性をもつこの曲はト長調で始

まり， いろいろな調性経過の後， ハ長調で結ばれる， ロマン派とも共通する和声変化のゆたかな曲である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
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生

形式はＡ （４十４十４） Ａ′ （４十４＋４） Ａ″ （５） ｃｏｄａ （５）， 調性はＧ：－Ｂ：－ｇ：－Ｇ：－Ｅｓ

： － Ｄｅｓ：－ ｆ ： ■ｇ ：－Ｇ ： －Ｃ ：。 Ｔ‐ １６～２１の和 声進行 は Ｅｓ： 塩 －Ｖ－ ｍｇ－ Ｖ２－ Ｄｅｓ：Ｗ‐－ Ｖ７

－ｆ：－ｗ－Ｖ－１， Ｔ‐２８～３４ではＧ：Ｗ一口言一皿７－ｆ：１６－Ｖ－Ａ：－Ｖ孝一１－Ｆ：Ｖ著－エーＷ７

一ｍ２－Ｃ：Ｗ２ー１というロマンチックなものである。 拍子をみるとＴ．２５以降の場合３／４－２／４ー３

／４－５／４－３／４－４／４－３／４というぐあいに変化がはげしく， 上記の和声変化と共に拍子の形相

がナイーヴなソプラノ・メロディーにデリケートな色調を付加し， 全体のみずみずしい汗情をかもしだして

いるのである。

　

斯様にこの曲集も初期のような実験的な鋭さはなく， フランスの高級サロンにぴったりの心象風景をきき

とることができる。 参照したＨｅｕｇｅｌ版には教育的配慮としていままでに取り上げてきた数多くの注意事項

と指示語がみられ， 大変有効にはたらいているのである。
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